














































所属・役職等 氏　　　　名

1
つくば市PTA連絡協議会　会長 内野　隆之

2
つくば市青少年相談員連絡協議会　会長 中山　正巳

3 青少年を育てるつくば市民の会
会長

中嶋　修

4 つくば市学校長会　副会長　
秀峰筑波義務教育学校　校長

永田　孝男

5 教育局　学び推進課
課長

岡野　知樹

所属・役職等 氏　　　　名

1 教育局　生涯学習推進課　課長 澤頭　由紀子

2 教育局　生涯学習推進課　課長補佐 色川　純子

3 教育局　生涯学習推進課　係長 飯島　遊

4 教育局　生涯学習推進課　社会教育主事 渡邉　亮太

5 教育局　生涯学習推進課　社会教育主事 村上　和宏

令和５年度　第１回つくば未来塾運営会議　委員名簿

１．委員

２．事務局職員

























5教科（国･社･数･理･英）について、中学1～3年生を対象に、問題の解き方や

考え方等についてアドバイスをします。

※具体的な教科や内容については、各学校で決定します。

6月16日
(金)

申込締切

「つくば未来塾学習チューター」とは？

大学生･大学院生の方

教職を希望し、

教えることに興味がある

または、学習支援に関心がある。

地域の中学生に熱意を

持って学習支援ができる

一般の方

問合せ
・
送付先

つくば市教育局生涯学習推進課
〒305-8555 つくば市研究学園一丁目1番地1
TEL:029-883-1111(代)内線4523
MAIL:edc077@city.tsukuba.lg.jp

こんな方を募集しています！



■ 夏季休業日 夏季休業開始日～８月31日（木）

１日１～３時間程度

■ 平日の放課後 ９月～１月末まで １日１時間程度

(６～７月に実施する学校がある場合もあります。)

• 新型コロナウイルス感染症等の影響により、変更がある場合があります。

• 派遣日等については、学習チューターの希望をお聞きしたうえで決定します。

• 夏季休業中に活動できない方でも、随時募集しています。

つくば
未来塾 学習チューター 申込みの手引

実施日程

■ ５教科（国･社･数･理･英）について、中学１～３年生を対象に、

問題の解き方や考え方等についてアドバイスをします。

※具体的な教科や内容については、各学校で決定します。

実施内容

■ １時間の活動につき、1人2,200円の謝礼を市より支払います。

また、謝礼額から3.063％の所得税を差し引き、銀行口座に振込み

ます。（※令和5年度より交通費は支給しません）

謝礼

■ 活動に際してのボランティア保険は、つくば市負担で加入します。

■ 事前オリエンテーションを実施する予定です。(7月上旬予定)

※新型コロナウイルスの影響により、変更がある場合があります。

■ 締め切り日を過ぎても受け付ける場合があります。また、応募者が

多数の時にはご希望に添えない場合もあります。

その他

■ 将来教職を希望しており、教えることに興味がある

また学習支援に興味がある、大学生・大学院生の方

■ 地域の中学生に熱意を持って学習支援ができる一般の方

■ 中学生を教えるにあたって、服装や言動等がふさわしい方

応募資格

インターネット申込の場合

・市ホームページで「つくば未来塾」を検索し、いばらき電子申請・届出サービスより

お申込みください。

用紙に記入して申込の場合

・つくば市ホームページより申込書をダウンロード（詳細は「つくば未来塾」で検索）

・生涯学習推進課、各地域交流センター等で申込書を受け取る。

・必要事項を記入の上、つくば市教育局生涯学習推進課に郵送または直接提出してください。

申込方法



【様式２】                            令和  年  月  日   

 

つくば未来塾 学習チューター 個人登録票 

ふ り が な  

氏   名  

職種  

 

 

□会社員            □公務員      □自営業   □会社役員 

□研究職、技術職    □専業主婦(夫）□学生   

□パート・アルバイト □無職 

学校名  

（学部・学群・学類・ 

学年・研究科等） 

 

生年月日（西暦） 年    月      日生 

現住所 

 

〒   －      

 

通勤の起点となる

住所 
※学校へ向かう際にスタート地

点となる住所（現住所と同じ場

合は「同上」と記入） 

〒   － 

 

E-mail 

（使用頻度が最も高い

アドレスを記入） 

 

 

                                  

電話番号 

（携帯電話番号） 
      －      － 

通勤方法 

 

□自家用車 □つくバス □バイク □自転車   □徒歩 

□その他（       ） 

口座名義（カナ） 

（御本人のみ） 

 

銀行名  支店名  

銀行機関コード 

（数字４桁） 

    支店コード 

（数字３桁） 

   

口座番号 

（数字 7桁） 

       
種目 

□ 普通 

□ 当座 

※ゆうちょ銀行口座を御利用の方は、銀行等金融機関振込対応の７桁の口座番号を御記入ください。 

備  考 

(得意科目、配慮事項等) 

 

※実施希望校に関しては、裏面に記入してください。 

※登録した方は、次年度の学習チューター募集の呼びかけ等で使用します。 



実施希望校一覧表 

1 実施予定日・時間帯欄（網掛け欄）には，希望する学校の予定（別紙「各校の実

施予定日と時間帯」）を参照し，その中から希望する日と時間帯をすべて記入し

てください。 

2 活動が可能な日及び時間帯に○をつけてください。 

 

氏名：           

第１希望校（つくば市立           学校）      

時 間 帯 / / / / / / / / / / 

           

           

           

           

           

           

 

第２希望校（つくば市立           学校） 

時 間 帯 / / / / / / / / / / 

           

           

           

           

           

           

   

第３希望校（つくば市立           学校） 

時 間 帯 / / / / / / / / / / 

           

           

           

           

           

           

   

【記入例】 

 第○希望校（つくば市立○○学校） 

時 間 帯 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 11/14 11/15 / / / 

9:00～ 9:50 ○  ○ ○ ○      

10:00～10:50 ○ ○  ○ ○      

11:00～11:50 ○ ○  ○       

16:10～17:10      ○ ○    

  



月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数

7月24日 月 13:30 ～ 16:30 5 7月24日 月 8:30 ～ 10:30 9 10月3日 火 15:30 ～ 16:30 2 7月24日 月 8:30 ～ 11:30 2
7月25日 火 13:30 ～ 16:30 5 7月25日 火 8:30 ～ 10:30 9 10月24日 火 15:30 ～ 16:30 2 7月25日 火 8:30 ～ 11:30 2
7月26日 水 13:30 ～ 16:30 5 7月26日 水 8:30 ～ 10:30 9 10月25日 水 15:30 ～ 16:30 2 7月26日 水 8:30 ～ 11:30 2
7月27日 木 13:30 ～ 16:30 5 7月27日 木 8:30 ～ 10:30 9 10月26日 木 15:20 ～ 16:20 2 7月27日 木 8:30 ～ 11:30 2
7月28日 金 13:30 ～ 16:30 4 7月28日 金 8:30 ～ 10:30 9 11月14日 火 14:30 ～ 16:30 4 7月28日 金 8:30 ～ 11:30 2
1月22日 月 13:30 ～ 14:30 2 11月15日 水 14:30 ～ 16:30 4 11月6日 月 14:30 ～ 16:30 2
1月23日 火 13:30 ～ 15:30 2 11月17日 金 14:30 ～ 16:30 4 11月7日 火 14:30 ～ 16:30 2
1月24日 水 13:30 ～ 15:30 2 11月20日 月 14:30 ～ 16:30 4 11月8日 水 14:30 ～ 16:30 2
1月25日 木 13:30 ～ 15:30 2 11月21日 火 14:30 ～ 16:30 3 11月9日 木 14:30 ～ 16:30 2
1月26日 金 13:30 ～ 15:30 2 11月22日 水 14:30 ～ 16:30 3 11月10日 金 14:30 ～ 16:30 2

12月5日 火 15:30 ～ 16:30 2 12月11日 月 14:30 ～ 16:30 2
12月6日 水 15:30 ～ 16:30 2 12月12日 火 14:30 ～ 16:30 2

月　日 曜日 募集人数 1月10日 水 15:30 ～ 16:30 2 12月13日 水 14:30 ～ 16:30 2
8月22日 火 8:30 ～ 11:30 10 1月11日 木 15:20 ～ 16:20 2 12月14日 木 14:30 ～ 16:30 2
8月23日 水 8:30 ～ 11:30 10 1月23日 火 14:30 ～ 16:30 3 12月15日 金 14:30 ～ 16:30 2
8月24日 木 8:30 ～ 11:30 10 1月24日 水 14:30 ～ 16:30 3 1月22日 月 14:30 ～ 16:30 2

1月25日 木 14:30 ～ 16:30 3 1月23日 火 14:30 ～ 16:30 2
1月26日 金 14:30 ～ 16:30 3 1月24日 水 14:30 ～ 16:30 2

月　日 曜日 募集人数 1月29日 月 14:30 ～ 16:30 3 1月25日 木 14:30 ～ 16:30 2
6月26日 月 15:10 ～ 16:10 2 1月26日 金 14:30 ～ 16:30 2
7月3日 月 15:10 ～ 16:10 2
7月10日 月 15:10 ～ 16:10 2
7月21日 金 10:00 ～ 12:00 2
7月25日 火 10:00 ～ 12:00 2
7月26日 水 10:00 ～ 12:00 2
7月27日 木 10:00 ～ 12:00 2 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数

8月28日 月 10:00 ～ 12:00 3 7月24日 月 8:30 ～ 11:30 12 7月24日 月 9:00 ～ 12:00 6 8月21日 月 9:00 ～ 12:00 10
8月29日 火 10:00 ～ 12:00 3 7月25日 火 8:30 ～ 11:30 12 7月25日 火 9:00 ～ 12:00 6 8月22日 火 9:00 ～ 12:00 10
8月30日 水 10:00 ～ 12:00 3 11月29日 水 15:30 ～ 16:30 6 7月26日 水 9:00 ～ 12:00 6 8月23日 水 9:00 ～ 12:00 10
8月31日 木 10:00 ～ 12:00 3 1月10日 水 15:30 ～ 16:30 6 7月27日 木 9:00 ～ 12:00 6
11月6日 月 15:10 ～ 16:10 2 1月31日 水 15:30 ～ 16:30 6 7月28日 金 9:00 ～ 12:00 6
11月20日 月 15:10 ～ 16:10 2
11月27日 月 15:10 ～ 16:10 6
11月28日 火 16:00 ～ 17:00 6
11月29日 水 16:00 ～ 17:00 6
12月4日 月 15:10 ～ 16:10 2
12月11日 月 15:10 ～ 16:10 2
12月18日 月 15:10 ～ 16:10 2
1月15日 月 15:10 ～ 16:10 2
1月22日 月 15:10 ～ 16:10 2
1月23日 火 14:30 ～ 15:30 2
1月24日 水 14:30 ～ 15:30 2
1月25日 木 14:30 ～ 15:30 2
1月26日 金 14:30 ～ 15:30 2
1月29日 月 14:30 ～ 15:30 2
1月30日 火 14:30 ～ 15:30 2

谷田部東中学校

時間帯

高山中学校

研究学園中学校

時間帯 時間帯

桜中学校 竹園東中学校

時間帯

手代木中学校

時間帯

2023年度　つくば未来塾事業実施計画一覧　※新型コロナウィルスの影響により、変更がある場合があります。
大穂中学校 豊里中学校 谷田部中学校

時間帯 時間帯時間帯

時間帯



月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数

7月26日 水 9:00 ～ 11:00 6 7月24日 月 8:30 ～ 10:30 5 7月21日 金 9:00 ～ 11:00 6 7月25日 火 9:30 ～ 11:00 6
7月27日 木 9:00 ～ 11:00 6 7月25日 火 8:30 ～ 10:30 5 7月24日 月 9:00 ～ 11:00 6 7月25日 火 13:30 ～ 15:00 6
7月28日 金 9:00 ～ 11:00 7 7月26日 水 8:30 ～ 10:30 5 7月25日 火 9:00 ～ 11:00 6 7月26日 水 9:30 ～ 11:00 6
9月14日 木 16:00 ～ 17:00 4 7月27日 木 8:30 ～ 10:30 5 7月26日 水 9:00 ～ 11:00 6 7月26日 水 13:30 ～ 15:00 6
9月27日 水 16:00 ～ 17:00 4 7月28日 金 8:30 ～ 10:30 5 7月27日 木 9:00 ～ 11:00 6 7月27日 木 9:30 ～ 11:00 6
10月4日 水 16:00 ～ 17:00 4 11月14日 火 14:30 ～ 16:30 5 11月15日 水 14:00 ～ 16:00 5 7月27日 木 13:30 ～ 15:00 6
10月19日 木 16:00 ～ 17:00 4 11月15日 水 14:30 ～ 16:30 5 11月16日 木 14:00 ～ 16:00 5 7月28日 金 9:30 ～ 11:00 6
11月8日 水 16:00 ～ 17:00 4 11月16日 木 14:30 ～ 16:30 5 11月17日 金 14:00 ～ 16:00 5 7月28日 金 13:30 ～ 15:00 6
11月9日 木 16:00 ～ 17:00 4 11月17日 金 14:30 ～ 16:30 5 7月31日 月 9:30 ～ 11:00 6
11月16日 木 16:00 ～ 17:00 4 7月31日 月 13:30 ～ 15:00 6
11月30日 木 16:00 ～ 17:00 4
12月7日 木 16:00 ～ 17:00 4
12月14日 木 16:00 ～ 17:00 4
12月21日 木 16:00 ～ 17:00 4
1月11日 木 16:00 ～ 17:00 4
1月18日 木 16:00 ～ 17:00 4

月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数 月　日 曜日 募集人数

7月24日 月 9:00 ～ 10:00 10 7月24日 月 9:00 ～ 12:00 6 7月24日 月 8:30 ～ 11:30 2 7月21日 金 10:00 ～ 12:00 8
7月24日 月 10:10 ～ 11:10 10 7月25日 火 9:00 ～ 12:00 6 7月25日 火 8:30 ～ 11:30 2 7月24日 月 10:00 ～ 12:00 8
7月25日 火 9:00 ～ 10:00 10 7月26日 水 9:00 ～ 12:00 6 7月26日 水 8:30 ～ 11:30 2 7月25日 火 10:00 ～ 12:00 8
7月25日 火 10:10 ～ 11:10 10 7月27日 木 9:00 ～ 12:00 6 7月27日 木 8:30 ～ 11:30 2 7月26日 水 10:00 ～ 12:00 7
7月26日 水 9:00 ～ 10:00 10 7月28日 金 9:00 ～ 12:00 6 7月28日 金 8:30 ～ 11:30 2 7月27日 木 10:00 ～ 12:00 7
7月26日 水 10:10 ～ 11:10 10 11月6日 月 13:30 ～ 16:30 2 12月7日 木 15:15 ～ 16:15 7
7月27日 木 9:00 ～ 10:00 9 11月7日 火 13:30 ～ 16:30 2 12月8日 金 15:15 ～ 16:15 7
7月27日 木 10:10 ～ 11:10 9 11月8日 水 13:30 ～ 16:30 2
10月3日 火 15:30 ～ 16:30 4 11月9日 木 13:30 ～ 16:30 2
10月4日 水 15:55 ～ 16:55 4 11月10日 金 13:30 ～ 16:30 2
10月5日 木 15:30 ～ 16:30 4 1月22日 月 13:30 ～ 16:30 2

1月23日 火 13:30 ～ 16:30 2
1月24日 水 13:30 ～ 16:30 2
1月25日 木 13:30 ～ 16:30 2
1月26日 金 13:30 ～ 16:30 2

時間帯時間帯

学園の森義務教育学校

時間帯

みどりの学園義務教育学校

時間帯

春日学園義務教育学校

高崎中学校並木中学校 茎崎中学校

秀峰筑波義務教育学校

時間帯

吾妻中学校

時間帯

時間帯時間帯
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会 議 録 

会議の名称 令和５年度 第２回つくば未来塾運営会議 

開催日時 令和６年（2024 年）３月 13 日（水） 

開会 10 時 30 分 閉会 11 時 45 分  

開催場所 つくば市役所４階 401 会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

 

出 

席 

者 

委員 

 

中山正巳（座長）、永田孝男（副座長） 

中嶋 修、岡野知樹 

その他 なし 

事務局 課長 澤頭 由紀子、課長補佐 色川 純子 

係長 飯島 遊、社会教育主事 村上 和宏 

地域連携教育指導員 酒井 和宏 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

議題 

 

 

・令和５年度事業実績報告 

・令和５年度つくば未来塾事業の成果と課題について 

・課題を踏まえた令和６年度の取組について 

 

会

議

次

第 

 

１ 開 会 

２ 主 催 者 挨 拶 

３ 議事 

(1) 令和５年度事業実績報告 

(2) 令和５年度つくば未来塾事業の成果と課題について 

(3) 課題を踏まえた令和６年度の取組について 

４ その他 
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５ 閉 会 

 ＜審議内容＞ 

事務局（色川課長補佐）：皆様お忙しい中、本運営会議に御参加いただきまして誠にあり

がとうございます。ただいまより、令和５年度第２回つくば未来塾運営会議を開催いたし

ます。なお、この会議に関しましては、つくば市附属機関懇談会議及び懇談会等の公開に

関する条例第３条に基づき、公開の会議とさせていただきます。会議録につきましては、

後日、つくば市ホームページに掲載いたします。皆様、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

はじめに、つくば市教育生涯学習推進課課長の澤頭から御挨拶申し上げます。 

事務局（澤頭課長）：皆様、おはようございます。御多用の中、御出席いただきまして、

ありがとうございます。最近、コミュニティ・スクールという言葉を耳にする機会が多く

あるかと思います。つくば市におきましては、令和７年度末までに、全学園にコミュニテ

ィ・スクールを導入する計画で進めているところでございます。背景としましては、子ど

もたちを取り巻く環境が様々変化してきている。そして、学校の方でも抱える問題が多く

なってきて、多様化している。こういった背景の元、地域と学校との連携・協働という観

点からコミュニティ・スクールを進めているところでございます。 

 未来塾事業につきましても同じ観点から、改めて重要な事業であると認識しておりま

す。今後もさらに地域と学校との連携を深めまして、事業の内容を充実させていきたいな

というふうに考えております。 

今年度の未来塾の開催の状況ですけれども、昨年５月に、コロナウイルス感染症が５類

に移行されたことに伴いまして、実施率が 98.8％ということで、ほぼ計画通りに実施す

ることができております。筑波大学をはじめとした大学生ですとか、応募してくださった

ボランティアの方、関係機関の方々の御協力をいただいて事業を進めることができており

ます。  

この未来塾事業など目的が、基礎学力の向上と学習習慣の定着なのですけれども、これ
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らに関しまして、実施時間が増えているということもありますので、確かな成果が得られ

ているのではないかというふうに分析しております。 

本日は、本年度の事業実績から見える課題ですとか、それを踏まえての次年度の運営の

あり方につきまして、お示しさせていただきたいと思っております。皆様からの御意見や

御感想、御助言をいただけますと、ありがたいというふうに思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局（色川課長補佐）：それでは、これからの議事進行につきましては、中山座長にお

願いいたします。よろしくお願いいたします。 

中山座長：ただいま、座長として御紹介いただきました、中山でございます。 

それでは、本日の議事の方をまず確認させていただきますが、第１番目としまして、

「令和５年度事業実績報告」について事務局の方でお願いいたします。 

事務局（飯島係長）： 生涯学習推進課の飯島です。ただいま、御説明ありましたとお

り、「令和５年度事業実績報告」について御説明させていただきます。資料につきまして

は、「つくば未来塾事業実績報告書」に基づいて御説明させていただきたいと思います。 

まず一番上にございます、実数と経年比較のところから、御説明させていただきたいと

思います。冒頭、挨拶でもありましたように、昨年度までは、新型コロナウイルス感染症

等の影響によりまして、日程自体が中止となる場合もございましたので、実施延べ時間、

実施延べ日数、いずれも、令和４年度 1,380 時間の 161 日と今年度より低い数値となって

おりましたが、今年度は日程の中止ということがございませんでしたので、延べ時間

1,497.5 時間、延べ日数実質 194 日間と、昨年度よりも高い数値となっております。 

その結果、例年と比べてより多くの生徒さんに学習の機会を提供することができたのでは

ないかと分析しております。 

また、続きまして全チューター協力延べ人数、学生協力延べ人数、筑波大生、筑波大学

院生延べ人数、それから他大学生延べ人数、一般の協力の方延べ人数も同様の理由によ

り、昨年度より、すべて高い数値となっております。 

学生チューターの内訳を見ますと筑波大生、大学院生の比率が多いことがわかります。
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また、一般の地域住民の方、現役を引退された方等、比較的時間に余裕のある方にも多く

の時間、また、様々な学校で御協力いただき、こうした学生及び地域住民の協力により成

り立っている事業であるという風に考えております。 

また続きまして、下から３番目、Cの参加生徒延べ人数に関しましても、やはり昨年度

より数値が増加しております。また、Dの今年度の学習チューター登録数ですが、こちら

171 名と、ほぼ昨年一昨年と同様の数値となっております。 

その内訳に関しまして、枠外に示しておりますが、171 名のうち筑波大生 63 人、筑波

大学院生 16 人、他大学生 16 人、一般人が 76 人となっております。 

続きまして、２番の平均値と経年比較についてご説明させていただきます。この表で

は、チューター１人当たりの活動日数、１日当たりのチューター数、チューター１人当た

りの担当生徒数、それから生徒１人当たりの参加回数、１日当たりの参加生徒数の推移が

わかります。この推移に関しましては、概ね例年と同様の水準で推移しているということ

が言えます。 

続きまして３の予算執行率であります。予算編成の仕組みとして、市の予算の場合、予

算の執行率が当初の予定を下回ったにした部分につきましては、３月議会において予算の

減額補正を行っております。そのため、補正前と補正後の執行率の歳出の表にそれぞれ記

載しております。 

まず、歳出の大部分を占めます報償費ですが、こちらは学習チューターに対する謝礼が

主なものとなっております。 

こちらに関しましては、学習チューター実施延べ時間 1,497.5 時間に対して、１時間当

たりの謝礼単価 2,200 円、こちらを掛けたものが 329 万 4,500 円となっております。 ま

た、第１回目の運営会議、委員の方々に支払った謝礼が、9,000 円となっております。 

こちらを合計して、330 万 3,500 円の執行となっております。 

また、２番目の需用費につきましては、未来塾を実施していただいている各学校に対

し、事務用消耗品、及びテキスト代といった消耗品の予算を各学校に４万円を計上してお

りまして、そちらの執行状況となっております。 
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また、旅費に関しましては、未来塾運営会議委員の方にお支払いする費用弁償となって

おります。 

また、最後４番目の役務費に関しましては、学習チューターの方が活動中に、事故に遭

われた場合などを想定しての損害保険料の加入料金となっております。なお、この表中の

旅費についてですが、昨年度、第２回目の未来塾運営会議で、ご報告した件になります

が、令和４年度までは、学習チューターの方に、謝礼に加えて旅費と、両方、二重で支払

っていたということがございましたが、令和５年度からは、謝礼の額を、2,000 円から

2,200 円に引き上げて、謝礼に一本化したという経緯がございます。 

そのため、一番下の※印に、令和５年３月の予算補正により、旅費 30 万円の減額を行

った為、当初予算と補正後の執行率をそれぞれ記載するとございますが、旅費に関して

は、当初より 30 万円の減額を行っております。それから、この右側にある歳入の部分に

ついてご説明したいと思います。 

本未来塾事業は、この※印にありますように、地域の教育支援体制構築事業費補助金と

いうものを活用しております。補助率は、補助対象経費の３分の２を、国と県が半分ずつ

折半して、市の方に支払うという形になっております。 

今年度に関しましては、市の交付申請に対して、県から決定が来ているのが 298 万

3,000 円となっております。この後、３月中に再度、市の方から実績報告というものを行

いまして、それに対して交付額が確定いたしますので、確定額としては、現在は未定とな

っております。 

続きまして４番、平成 27 年度からの推移についてご説明させていただきます。 

こちらは予算執行等に関する平成 27 年度からの、経年変化をまとめた表になっており

ます。表の一番右側の黄色い部分が、令和５年度に関する、予算執行の結果となってお

り、一番右側３月補正後の全体の執行率は 82％で、昨年度の執行率は 83％とほぼ同様の

水準となっております。概ね適正な予算執行であるとは考えておるのですが、この中で、

若干執行率が低かった部分。執行率 54％となっているところで、需要費につきましてで

すが、この需要費の内訳が、先ほど申し上げました事務用消耗品とか、テキスト代の予算
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となっております。こちらは各学校で未来塾のために購入していただいた消耗品ですと

か、テキスト代の請求書を市の方に送っていただいて、生涯学習推進課で支払いを行って

おります。 

ただ、学校の状況によっては、まだ購入いただいてないというところもございましたの

で、来年度に関しましては、こちらから積極的な働きかけを行うなどして、執行率を上げ

られるように考えております。 

「令和５年度つくば未来塾事業実績」についてのご説明については以上となります。 

中山座長：ありがとうございました。 

ただ今、御説明がありましたけれど、「令和５年度つくば未来塾事業実績」について委

員の方から御質問はありますでしょうか。 

中山座長：岡野委員、御質問はありますでしょうか。 

岡野委員：特段、今、御説明いただいたところではないのですが、１点ですね、学習チュ

ーターさんの登録 171 名という、一般の方の参加者が一番多いのだなと改めて感じたとこ

ろです。私のイメージで、大学生の方が参加される人数が多いと感じていたわけなのです

が。一般の方というのは、大体で結構なのですが、どのような方が参加されている傾向に

ございますか。 

事務局（飯島係長）概ねの傾向なのですけれども、やはり現役を引退されて時間がある

方、それからやはり元教員をやっていらっしゃった方等が、教える意欲があって、参加し

ていただいています。 

また、例えば主婦の方で、余裕のある時間でやりたい方等、多岐に渡っているのです

が、今まで見た中ではやはり現役を引退された方が多いかなという印象があります。 

岡野委員：地域の教育支援体制の事業補助を活用した取組ということを踏まえて、先ほど

澤頭課長の方からも御説明があったコミュニティ・スクール等も踏まえて、まさにこの未

来塾事業は、地域の方々のお力があって支えていただいているということを改めて感じた

ところです。 

今後、コミュニティ・スクールの基盤の１つとしても、こういった事業をいかにそうい
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うマッチングさせていけるかとか一つの手立てとしましては良い方向に向かっていただけ

れば、さらに充実できるのかなという感想を持ちました。 

中山座長：それでは、教育の立場から、永田委員お願いいたします。 

永田委員：この実績については特にないですけれども、今、話題になったコミュニティ・

スクールに向けてですね、本校の方も元教員の方や地元の方がやはり多いので、実際に足

を学校に運んでくれる貴重な機会にまずなるということ。それから、子どもたちの様子を

９年生ですけどれも、様子を直接見ていただいて、助言とかをいただける良い機会になっ

ているなという風に思っています。以上です。 

中山座長：ありがとうございます。中嶋委員お願いいたします。 

中嶋委員：今、教育局の方からデータ的な資料をお示しいただいたので、数値的なこと

は、なるほどという風に感じました。この趣旨というか、この「つくば未来塾」とは、何

であるか。自分の理解になるのですけど、私も学校にいた人間ですので、「放課後学習チ

ューター事業」と言われるとぴんと来ますが、それの発展系だというのが今わかるので、

要するに、言葉的には「放課後学習チューター」だとか、何かこの方が行っている事業の

内容は明確にわかりますよね。つくば未来塾とて言われたら一体どこで何をやっているの

が勉強のことなのか、未来塾と言われたら、勉強だけでもなさそうだし内容だけちょっと

イメージするとですね。どこで、誰が、どのように名前つけたか私は分かりませんが、要

するに夏休みとかですね。放課後という言葉がついていますけれども、先生以外、学校の

先生以外の人間が生徒たちの学力向上のために教えるという制度ですよね。 

そのために教える側が、大学生とか一般の人とかに時間給を払ってきてもらって、子ども

に勉強を教えるということですよね。 

それは今まで本来は学校の先生が、仕事をしていたものです。我々が現場にいる頃は、

補習とか昔で言えばね、他も補習したり、夏休み集めて個別指導したりというのが、我々

がやってきた教育なのですけれども、それがだんだん先生方の負担をきっとを減らすって

いうかな、そういうことなのだろうと思いますけれども、学校以外の人たちに使ってとい

うかな、予算が国や県からも出ている事業であるということはわかりました。 
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中山座長：ありがとうございます。 

それでは、私の方から質問なのですけれども、予算執行率の歳入額 298 万 3,000 円で、

決算見込み額が 375 万という３分の２以上を受けているのですけれども、これは何かある

のでしょうか。 

事務局（飯島係長）これに関しましてですが、まず、この交付決定の 298 万 3,000 円なの

ですが、これは年度当初、こちらから見込みで申請をしたものに対する決定額となってお

ります。実際には、この後市の方で、この決算見込み額、375 万 653 円による実績報告を

というものを行いますので、実際にはこの 375 万 653 円のうちの３分の２が今後、補助金

として、入ってくるであろうということになります。 

中山座長：375 万 653 円のうち今後、交付決定がなされて、３分の２程度の補助金が入っ

てくるということですよね。 

事務局（飯島係長）はい。そうです。 

中山座長：その他、何かございますでしょうか。ないようでしたら、続きまして、２番目

の「令和５年度つくば未来塾事業の成果と課題」について、事務局からお願いします。 

事務局（村上社会教育主事）：私から成果についてお話をさせていただきたいと思いま

す。資料についてですが、赤は「学力向上、つまずき解消」について、紫は「学習意欲の

向上、学習習慣の定着」について、緑は「つくば未来塾の実施方法の工夫」について、水

色は「課題」というように、項目ごと色別にお示しさせていただいております。 

まず、学力向上、つまずき解消についての成果ですけれども、アンケートの調査項目に

ついて、高い数値を示しております。学習チューターの方々が、生徒一人一人の学習課題

に寄り添ってくれていたことが成果として、現れているかなというふうに思います。 

それから未来塾に参加した後の子どもたちの前向き感がアンケート結果にも反映されて

いまして、学力が前よりも伸びたとそういった、感想を持っている生徒がたくさんいま

す。 

それから、紫の学習意欲の向上の成果についてですが、こちらも「これからの学習に進

んで取り組もうという気持ちになりましたか」の質問において、非常に肯定的な意見を生
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徒たちは返してくれています。 

また、こちらも重複しますが、「つくば未来塾参加後の事業への意欲が増した」とこれ

は教員の感覚の部分になりますけれども、そういった意欲が見られたというような前向き

な印象を抱いてもらっています。数値的なところでも生徒のところが、特に数値的に高い

数値を示しております。 

それから、こちらの緑の実施方法の工夫についてですね。こちらの方も、各学校、それ

ぞれ工夫して取り組みの方をしていただきまして、例えば、県立の入試問題の数学大問

１、２の正答率を上げられるよう、基礎的な問題を提示し、別れまで寄り添うサポートを

行ったということで、こちらは並木中の取組ですが、該当する生徒の学習の成果について

も回答していただいております。 

それから、面談期間につくば未来塾を実施することで、進路を考える目標が具体化する

中での取組となり、生徒が意欲を持って参加することができた。特に 11 月の私立の面談

の裏側で未来塾を行っていたと聞いていますが、そういった意欲が高まる時期に、未来塾

を抱き合わせて実施することによって、意欲を高めるような工夫をしてくださいました。 

それから、谷田部中の取組になりますが、つくば未来塾の学習環境を「仲間と学び合う

教室」「１人で集中して取り組む教室」との２つに分けて実施した。また、学習チュータ

ーの得意教科などを示した名札を作成掲示したりして、自己紹介の時間を取り入れたりし

て、学習環境を整えた。という実施方法も聞いています。 

谷田部中には私もお伺いさせていただいたのですが、「１人で集中して取り組む教室」

は非常に集中して、わからないところだけ、チューターの方に聞くというような取組をし

ていました。また、「仲間と学び合う教室」では、わからないところが多かったり課題を

持ってきたりしている生徒もたくさんいましたので、共に学び合いをしている場面にチュ

ーターの方も入っていきながら前向きに取り組みをしておられました。 

それから、手代木中の取組ですが、部活動のない月曜日やテスト３日前の放課後の学習

の場として、未来塾を設定した。何曜日は未来塾というような形で、子どもたちも未来塾

がいつ実施されるかが、認識できるような形で取り組んでいただきました。 
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それから、思考を働かせて解いていく問題を中心に学習していくよう、あらかじめ生徒

に連絡していく必要がある。こちらは課題になってしまいますが。 

つまり、１人で黙々と自習をしているというような生徒もいたのですけれども、そのよ

うな取組になってしまうと、学習チューターの方がせっかく来ているのに、学習支援がう

まく活用できないという状況になってしまいます。ですから、わからない問題や考えを深

めていくような問題を未来塾の時間に解決する場として学習チューターの方々に学習支援

を依頼できるようになると良いと思っています。 

それから、これは先ほどの事例と逆のことなのですが、意欲的な生徒は未来塾に参加す

る前に、自分のわからない問題を整理して、未来塾が始まると同時に学習チューターの方

に聞きに行くような生徒さんもいたと聞いていますので、これは素晴らしい活用だなと感

じています。 

学校と地域の協働連携に関してのところの御説明をさせていただきます。やはり筑波大

学関係の方に多く登録していただいております。学習チューター171 名登録中 79 名が筑

波大学関係ということで、本事業において、大きな支えとなっていると感じております。 

また、オリエンテーションで未来塾の説明をさせていただいたときにも感じたのです

が、本事業に対して前向きな形で、チューターの方々が参加をしていただいています。 

それはアンケート結果にも反映されていまして、非常に前向きな回答をいただいておりま

す。 

それから、先ほど岡野委員からもありましたけれども、未来塾の事業としては、地域の

人的資源を積極的な活用するというところも、国の方針から降りてきておりますので、そ

ういった視点で、地域に住んでいるチューターの方を配置したりだとか、当該校にゆかり

のある地域の方々をできる限りなのですが、配置をさせたりしていただいています。それ

とともに、慣れているチューターの方が参加していただけることで、子どもたちとの信頼

関係もできて、より効果的な事業になるのかなと感じております。 

成果のことに関しては以上になります。よろしくお願いします。 

中山座長：村上社会教育主事の方から説明がございました。 
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成果の報告を受けまして、永田委員、いかがでしょうか。 

永田委員：今、説明を聞いていて感じたのは、実施方法の工夫ということで、本校（秀峰

筑波）の場合は、どうしてもバスでの通学、下校になってしまうので、夏休み等、まとま

って実施するという方法しかとれないのですが、説明を聞いていると、やはり必要感があ

るタイミングで学習チューターが確保できれば、より効果的な指導につながるのかなと感

じました。例えばテスト何日前とか、子どもたちが一生懸命やろうとしているタイミング

で、必要な支援があると良いのかなと感じました。 

やはり、自分から主体的に学習できる子、それから、経済的に恵まれていれば、環境的

に塾に行っている生徒もいると思いますけども、就学援助の生徒たちも多いので、そうい

う生徒たちにとっては、このような機会っていうのは大切なのかなと思いました。 

中山座長：秀峰筑波はバスでの通学なので、例えば北条地区だけとか一部の地区だけ集中

して未来塾に参加するということは難しいですものね。 

 それでは、中嶋委員、いかがですか。 

中嶋委員：説明を村上社会教育主事からいただいた内容の中で、実施方法の工夫につい

て、いくつかの学校から、アンケート結果に基づいて説明をしていただきましたが、好事

例がいくつか出されたので、各学校でのやり方の工夫で効果が上がるっていうふうに思う

のですよね。ですから、まず、説明を聞いていて思うことは、各学校の校長に、こちらの

担当課の方からこういう事業がある説明とかでするのでしょうけれども、その際に学校長

がこの目的がわかって、どのように活用するかというところを年度始めに、学校長に説明

をしっかりとするべきだと感じます。 

それから、学校は例えば、定期テストの３日前とか、月曜日は部活がない日だからそこ

にチューターの方に来てもらって生徒に教えてもらえたいとか、夏休み集中的に、学習さ

せたいとか、学校の考えが様々あると思うので、学校長の考えとチューターの配置のマッ

チングをしっかりやってもらえると効果的なのかなと感じます。 

それと併せて、学校の先生がいるわけなので、学習チューターと学校の先生で連携し

て、生徒の学力向上に向けた手立てを講じてもらえると良いかなと思います。 
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また、つくば未来塾とは、別問題になるかもしれないのですが、今、学校は先生が足り

ないという状況が続いていますので、学習チューターに参加するような人材に先生をやっ

てもらえないかというようなことも考えるような危機的な状況になっているのではないか

と感じます。本来の趣旨とは違うのですが、意見として思うところです。 

中山座長：ありがとうございます。岡野課長いかがでしょうか。 

岡野委員：今、２人の委員さんからお話をいただきまして、お話が重なるところもあるの

ですが、やはり、学校の先生方の考え方として、未来塾事業をどのようにとらえるかが大

事なのだろうなと、この課題も踏まえて、読ませていただくと感じました。 

やはり、多岐に渡って先生方だけでは、支援がしきれない実情も多く、様々なニーズの

多様性に富んだお子さんたちが、たくさんいらっしゃる中で、やはり教員以外のこういっ

た人たちをいかに活用するかっていう視点を各学校でお持ちいただくのがやっぱり大事だ

なと思います。 

校内フリースクールも学び推進課で担当しているところですが、そういった外部の支援

やお子さんのニーズに合わせて関わらせていただいています。 

そうすると、先に課題の方にお話を進めてしまい、申し訳ないのですが、学習チュータ

ーの方だけに学習支援をお任せすると騒がしくなってしまったり、学習が成り立たなかっ

たりといったコメントもあったかと思うのですが、そういったところの学校も未来塾事業

をどのように捉えるかということを変えていくことで、そういった現実もう少し軽減され

るのかなという感じがします。 

この事業を有効に使うという意味では、実施方法を含めて考えていきますと、「仲間と

学び合う教室」「１人で集中し合う教室」という取組は、「なるほど」というところも感

じたところです。学力の高いお子さんからですね、苦手なお子さんもいらっしゃいますの

で、それぞれに学習支援の方法を併せていくというのは大変なことだと思うのですが、こ

ういった教室の分け方をしたり、工夫されたりしている学校の好事例を積極的に発信して

いただいて、有効に使っていただけるとありがたいなと改めて感じたところです。 

先ほど、中嶋委員さんの方から、教員が少し足りないということは、おっしゃる通りで
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す。本当に今、苦労して配置をしているところです。やはり、厳しいところもあってです

ね。学習チューターとして、御協力いただいている筑波大生の中で、特に大学院生には非

常勤講師として、御協力をいただいています。また、放課後の部活動についても、こちら

に前手代木中の酒井先生もいらしていますが、積極的に大学と連携を図っていただいて、

御協力をいただいたりしています。様々な方法で、先生方の負担感を少しでも少なくでき

るようにと考えているところです。以上となります。 

中山座長：ありがとうございます。 

それでは私の方から、様々御意見がありましたけれども、教職員のアンケート結果を見

ると少し、後ろ向きな結果も見られるのかなと思います。最後の「つくば未来塾を実施し

てよかったか」というところで、74｡7％なので、４分の１はつくば未来塾の実施について

「よくない」というふうにおもっているのかなと感じました。経年変化を見てみると、令

和２年度は 90.9％だったのが、74.7%というのは、少し気になりました。 

追加で何かありますでしょうか。 

事務局（酒井地域連携教育指導員）：私の方から、先ほど中嶋先生の御質問に対して、お

答えになるかどうかわかりませんけど、１つマッチングの問題で、最初に学校側からこの

日に実施したいという希望を出してもらっています。それを受けて、事務局から学習チュ

ーターの方に学校の希望をお伝えしています。その後、学習チューターの方から、希望を

出してもらって、そこで日程の調整をしています。我々の事務局の仕事の半分ぐらいのエ

ネルギーがそこに、かかっています。後は、事務的な謝礼の支払いやキャンセルが出たと

きの対応及び調整がありますが、学校の希望日と、学習チューターの方々の希望日を合わ

せるというところは結構、力を入れて行っているところです。 

あと、教員不足の件はおっしゃる通りで、校長先生によっては、学習チューターの方に

声かけて、教員免許を持っているかどうかの確認をしてらっしゃる校長先生もいらっしゃ

いました。いろいろ学校も手を変え品を変え、様々なところにアンテナ張って、教職員の

確保をしているのだと思います。様々な御質問ありがとうございました。 

中山座長：事務局の方からは特に補足とかございますか。 
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事務局（飯島係長）：それでは、今の回答も含めてなのですが、続けて「課題を踏まえた

令和６年度の取組について」ということで御説明させていただければと思います。 

中山座長：それでは、よろしくお願いします。 

事務局（村上 社会教育主事）「課題及び令和６年の取組について」ということで、御説

明をさせていただきます。 

課題の中に、「学習チューターの急なキャンセルがあった」ということがありました。

学習チューターのキャンセルなのですが、今年度一年間を通してみていくと、大きく２つ

のパターンが見られました。１つ目は、学習チューターの方の体調が急に悪くなってしま

ったということ。２つ目は、つくば未来塾の申し込みの構成ですが、最初に学校の日程を

御登録いただいている学習チューターの方にお示しして、それに対して参加できるかどう

かを学習チューターの方々に申し込みをしていただいているような段取りになっているの

ですが、特に筑波大生の後期の授業日程がまだ、わからない状態で登録をしていますの

で、未来塾の後半の日程になったところで、「実は授業が入っていて行けなくなりまし

た。」というようなキャンセルが多く見られました。 

ただ、授業に関しては、前もってわかっていることだとは思いますので、来年度は事前

にキャンセルは避けるようにということで、オリエンテーション等を通してお伝えしてい

きたいなというふうに思っています。 

それから、先ほど岡野委員からもありましたが、学習チューターだけに活動を任せると

騒がしくなってしまい学習にふさわしい環境がつくれないことや教員の負担が増している

というような御意見もいただきました。 

こちらの課題に関しては、各学校の方にお伺いさせていただいたのですけれども、やは

りこの未来塾の運営に関しても、学校の意図もありまして、例えば夏休み前半に、既習事

項の復習とかそういったことを前半にやらせたいということで、学年単位で多くの人数を

集めて実施している学校もありました。 

ただ、それはこちらのアナウンスが足りなかったところもあると思うのですけれども、

つくば未来塾の目的としては、「つまずきの解消」それから「学力向上、学習習慣の定
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着」ということになりますので、基本的には少人数の実施がよろしいのかなというふうに

思います。ですから、学校の方には、好事例等も踏まえてお伝えしながら、その辺も改善

できればなというふうに思っております。 

それから、生徒が黙々と自習をしていて、学習チューターの方が声をかけづらいという

こともありました。先ほども御説明の中にも入れさせていただいたのですが、未来塾の時

間には、「わからない問題や疑問に思っていることを解決する場」として、事前に学校か

ら生徒に周知していただけるような取組をしていただけると、こういった課題も解決して

いくのかなという風に思っています。 

それから、「成果の検証方法が不明確なので具体的な視点を示して欲しい」ということ

で、アンケートの質問項目を検討し、検証方法を明確にしたいというふうに思っていま

す。 

そのアンケートの検討に関する説明は、後でさせていただくのですが、それ以外の課題

として、令和６年度の取組についてということですけれども、今年度は、好事例に関して

は、最初のつくば未来塾事業の要項に載せてお示しをしたということ、それから各学校に

訪問でお伺いしたときに、他の学校では、この様な取組をされていますよということで、

担当の方と直接やりとりをして、そういった情報を共有させていただいたのですけれど

も、来年度は教務主任会等にお伺いをさせていただきまして、好事例の紹介ですとか、あ

るいは先生方から御質問をおう受けしたり、御説明をさせていただいたり、そういった時

間を取りたいなというふうに思っています。 

それから、もう１つ大きな課題としましては、大学生など、特に筑波大生だと思うので

すが、交通手段の関係で参加できる学校がどうしても限られている学習チューターの方が

多いです。特に筑波地区、谷田部地区、豊里地区、みどりの地区には車などで活動できる

学習チューターの人材確保の問題がありますので、最後のその他のところで御説明したい

と思うのですけれども、アナウンスの方法を工夫して、人材確保の課題について対応して

いきたいと考えております。 

続いて、先ほど御説明の途中になっていました、アンケート項目の検討というところな
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のですが、資料の中に、つくば未来塾の実施アンケートの新しいものと古いものがござい

ますので資料を御用意いただければと思います。 

生徒用アンケートの１枚目のところからなのですが、アンケートが古い方では「つくば

未来塾に参加するより、参加する前よりも、学力が身についたと思いますか」というよう

なアンケートの質問項目になっております。前向きな回答を子どもたちからいただいてい

るのですけれども、この質問内容ですと、つくば未来塾で果たして学力が身に付いたかど

うかっていうのは、そういう場合もあると思うのですが、日々の授業だったり、家庭学習

だったり、そういったところで身に付いている部分も多くあると思いますので、検討した

結果、新しいアンケート項目のところなのですけれども、「つくば未来塾に参加すること

で、これまでわからない問題がわかるようになりましたか」というようなアンケート項目

に変えました。こちらも、子どもたちの主観にはなってしまうのですが、最低でも未来塾

に参加することによって、「自分のわからないところがわかるようになったよ。」という

データが、集約することができれば、子どもたちにとって有意義なものになったかどうか

というのを把握するには有効なデータになるのではないかと考えております。 

それから古いアンケート項目の「これからも学習に進んで取り組もうという気持ちにな

りましたか」の項目に対して、「つくば未来塾に参加したことで、学習習慣が身に付くき

っかけになりましたか」という文言に変えました。 

今年度も学習チューターのオリエンテーションで御説明をさせていただく際に、具体的

にその時間にどのようなことをお願いすれば良いのかなというのが、自分の中でもわから

ないところがあったのですが、「学力向上、つまずきの解消」、「学習習慣の定着に向け

てのきっかけづくり」というこの２つをお示しすることで、学習チューターの方にも、よ

り頑張っていただけるのではないかなという風に思います。 

わからない問題を持ってきている生徒に対して、わかるようにサポートして欲しいとい

うことと、学習習慣が身につくきっかけっていうのは、その学習チューターの方々の様々

な御経験とか、そういった関わりの中で、何かきっかけとなることがあるかもしれません

ので、そういったことを、子どもたちにお示しいただけるようにお願いしますということ
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で、こちらの方からも、御依頼をさせていただきたいというふうに思っています。 

同じように、学習チューターのアンケート、それから、学校用のアンケートということ

で、今の質問に対応してある形でアンケートを作成いたしました。 

例えば、学習チューターのアンケートでしたら、「学習支援を通じて、生徒たちの学習

のつまずきを解消できたと思いますか」や「学習支援を通じて、生徒の学習習慣が身に付

くきっかけを与えることができたと思いますか」などです。後は、意欲的なものを調査す

るような内容で作成いたしました。 

「課題を踏まえた令和６年度の取組について」の説明について以上になります。 

中山座長：ありがとうございました。 

学習チューター用のアンケートなのですが、事前に配布してあげると、頑張ってほしい

内容が伝わり、良い結果につながるのではないのかなと感じます。 

事務局（村上 社会教育主事）：ありがとうございます。 

中山座長：アンケートの質問項目がありますよということが事前にわかっていると、心が

けてくれるのかなという風には思いますよね。どのように教えたら効果的かということを

考えて、指導できるのかなという風に思いました。 

その他、何かありますでしょうか。 

中嶋委員：今のアンケートのところで、かなり改善をしていて、苦労されている様子が見

られます。このアンケートは、学習チューターの方から教えてもらった生徒にアンケート

をとる必要性はあるし、生徒は肯定的な良い結果を出している。生徒と教える側の学習チ

ューターの方にアンケートを取る必要性はあると感じます。ただ、学校には必要性がない

と感じます。先生方は学習チューターの方に生徒たちを預けて、そこにはできるだけを出

さないで、教員はその時間に別の仕事ができるという活用の在り方もあるでしょうから、

できれば学校用のアンケート項目は「学習のつまずきが解消できたか」とか、「学習習慣

が身に付いたか」ということではなくて、学校長のねらい通りにこの事業ができたかと

か、効果があったかとか、学校の先生以外の人に教えてもらうことで何か生徒も変化する

ことがあるわけだよね。担任の先生とだけ相性が良いというはでないので、普段関わるこ
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とのない人に教わるということが、学習意欲が高まるきっかけになることもあるし、また

大学生など生徒の年齢に近い関りや様々な観点から言葉掛けがあったことが効果的であっ

たとか。学校として、この未来塾の運営計画通りにできたとか、学校長等の経営者側に問

うというアンケートが良いのではないかと思うのですよね。 

学校の教職員の意欲が低いというデータについてですが、中山座長もおっしゃっていま

したけれども、ある意味先生たちが未来塾の時間は席を外して、学習チューターの方にお

任せして、個別の時間に学習チューターの方に教えてもらって、子どもの学力を上げると

いう事業の側面があると思うので、そういった方向に進めていくのが良いのではないかと

思います。 

中山座長：ありがとうございました。 

それでは、永田委員いかがでしょうか。 

永田委員：アンケートについては、もう一度、特に学校のアンケート項目については、再

考していただければありがたいなと思います。 

また、令和６年度の取り組みについてというところで、先ほど村上社会教育主事からも

ありましたように、教務主任会とかで、やっぱり全体でやっていただけると、良い刺激に

もなるでしょうし、「もっとこんな風にやってみよう」というような意欲が湧くと思いま

す。ピンポイントで学校に来て説明というよりも、きっかけになるのかなっていう風に思

いました。是非、今後全体の説明を設けるなどしていただけるとありがたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

中山座長：ありがとうございました。 

（事務局）澤頭課長：はい。 

中山座長：澤頭課長どうぞ。 

（事務局）澤頭課長：永田委員、ありがとうございました。 

教務主任会で説明させていただこうかと、我々も思っているところだったのですが、中

嶋委員の方から先ほど校長の経営スタイルも大切だよって話もありましたので、校長会か

教務主任会かどちらに説明するのがより良いのかなと考えているところがあります。我々
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としては、未来塾を実際に主導してくださっているのは教務主任の先生方だという認識を

持っているのですけれども、どちらの方がより効果的かというところがあるのですが、そ

のあたりはいかがでしょうか。 

中山座長：現場の校長先生からお願いします。 

永田委員：具体的にはやはり、実際取り組んでいるのは教務主任なので、教務主任から計

画を出されたときに、校長から助言することができると思いますので、教務主任会で説明

をしていただいた方が実効性はあるのではないかなというふうに思います。 

事務局（澤頭課長）：校長先生方にもお知らせしたいなとは、思っているのですけれど

も、学校としては、教務主任、校長先生にもお伝えするとなると、伝達する回数は多いで

すよね。 

中嶋委員：現場の校長先生が言うとおりで、それで良いと思います。だから校長先生方に

は、岡野委員もいらしているけれども、校長会等で様々な内容の説明があると思いますの

で、その中の１つとして生涯学習課長さんが説明するという場があっても良いのかなとは

思いますね。 

澤頭課長：まずは、教務主任会で良いですかね。 

中嶋委員：そうですね。校長会は何度も行うでしょうからね。 

私の考えになりますが、どのような事業も効果を上げるためには、いろんなことが外部

からも入ってくるし、全て私は校長の経営だと思っているのですよね。自分の経営もそう

なのだけれども、校長が本気にならなかったら、効果は上がらないですよね。 

だから、校長がこのつくば未来塾事業をどのように生かして、我が校の子どもの学習意

欲を高め、つまずきを解消しようとして実践するかっていう校長が考えていないと効果は

上がらないと思います。教務主任は、学校長の考えがあって、その後、運営する役割を担

っているということなので、私は常に校長としてそのような考えを持っておりました。 

ですから、常に私は校長を鍛えなければ学校は良くならないと思っています。 

中山座長：それでは、岡野委員お願いします。 

岡野課長：今のお話をお伺いしていて、やはり校長先生方と教務主任の先生方にはお伝え
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する内容は、全く異なってくるかなと思います。 

現実的な具体的なところは、教務主任の先生方が担っていくことになりますので、そこ

の部分は、生涯学習推進課の方でお話いただくのが良いかなというふうに思います。 

ただ、校長先生方にはこの事業の趣旨というか取り組み方については、学び推進課の方も

含めて、お話させていただくことも可能です。この事業の大切さとかですよね。 

そういうきっかけの中で、具体的には教務主任会で担当課より御説明させていただきま

す。 

校長会等で何か御協力ができるかなと、お話を聞いていて思っていたところです。あり

がとうございます。 

中山座長：ありがとうございます。 

その他、御意見がないようでしたら、議事の方は終了させていただいて、事務局の方に

戻させていただきたいと思います。 

中嶋委員：その他で、学校のことで聞いてもよろしいですか。 

今 度、来年新しい学校ができるっていう、このリーフレットにコミュニティ・スクール

のつくば市の全部の学校が載っているので、令和６年度みどりの学園が分離してできる学

校というのは、この翠輝（すいき）学園ということでよろしいですか。教えて欲しいので

すけれども、来年度開校の新設校はどれにあたるのですか。 

事務局（飯島係長）：来年度、みどりの南小、みどりの南中、谷田部南小が翠輝（すい

き）学園として動き出します。令和６年度から開校いたします。 

コミュニティ・スクールの導入に関しましては、実際、推進会議始まるのは令和７年度、

ですので令和６年度については、翠輝（すいき）学園はコミュニティ・スクールの準備段

階として生涯学習推進課ともやりとりをしながら、令和７年度の推進会議開催に向けて、

準備を進めていくという形になります。 

中嶋委員：ここの翠輝（すいき）学園は、みどりの南中という中学校に、みどりの南小と

谷田部南小の子どもたちが入って、令和６年度から入っていって、新しい学園の翠輝（す

いき）学園になるということですよね。 
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あと学校数は、令和６年度はつくば市で小学校、中学校、義務教育学校で計何校になる

のですか。 

（事務局）飯島係長：みどりの南中も含めて、中学校は 18 校になります。 

岡野委員：小学校、中学校、義務教育学校全て併せて、50 校となります。 

中嶋委員：わかりました。ありがとうございます。 

（事務局）飯島係長：事務局からお知らせといたしまして、先ほど村上の方から説明がご

ざいましたが、学習チューターの募集をするにあたって、特に筑波大生の方々は、交通手

段の関係で、どうしても中心部に希望が偏りがちという現状がございます。 

学習チューターの方々に対する募集の仕方も工夫しようということで、来年度のチラシ

のデザインをリニューアルさせていただきまして、より多くの方にお申し込みいただける

ように工夫をいたしました。 

チラシに従いまして、令和６年５月９日から６月 14 日の期間で募集を開始して、例年

通り事業を進めていきたいと考えております。 

それから２番目といたしまして、先ほど中嶋委員からございました、コミュニティ・ス

クールにつきまして、簡単に進捗状況の方、御説明させていただきたいと思います。 

すでに委員として入られている方も、いらっしゃると思いますので、繰り返しになってし

まいますが、コミュニティ・スクールとは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に

規定する学校運営協議会制度を導入している学校のことをいいます。 

冒頭、澤頭課長の方からも説明がございましたように、子どもたち、それから学校が抱

える課題が複雑化、多様化してきておりまして、学校と地域の連携協働の重要性が指摘さ

れていることから、つくば市では、令和４年度から順次コミュニティ・スクールを導入し

ていき、平成７年度末までに市内全学園に導入する計画を立てております。 

導入のスケジュールですが、令和５年度に関しましては、まず、令和４年度から、推進

会議という形で協議会の準備をしていた吾妻学園が年３回の協議会を開催することができ

ました。 

その中で、地域学校協働活動推進員、いわゆる地域コーディネーターを通じまして、地
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域住民の方に、ゲストティーチャーとして授業を行っていただくというような事業も実施

し、地域と学校の連携というものが進んでいる状況でございます。 

また、今年度、推進会議、協議会の準備段階として推進会議を実施しまして、８学園、

「竹園学園」「茎崎学園」「桜学園」「豊里学園」「洞峰学園」「大穂学園」「春日学

園」「秀峰筑波」ですね、こちらは全３回から４回の推進会議を開催していただきまし

て、今後、あるべき学校の姿ですとか、子どもたちのために何ができるかといったことを

お話し合いいただきました。 

そして、この８学園に関しましては、令和６年度、法に基づく協議会として正式に、立

ち上がることとなります。また６年度に関しましては、新たに６学園の「高崎学園」「虹

色学園」「桜並木学園」「高山学園」「光輝学園」「学園の森義務教育学校」の６学園

が、協議会の準備段階として、推進会議を立ち上げることになっております。 

令和６年度に関しましては、合わせて 15 学園でコミュニティ・スクールが導入される

という形になっております。 

コミュニティ・スクールの目的といたしましては、法に基づくところでは、「学校運営

の基本方針の承認」ですとか、「学校運営に対する意見」、「教職員の任用に関する意

見」それから「学校関係者評価」といったところになっておりますが、やはり学校と児童

・生徒の保護者、地域の方、行政が協力して、子どもたちのためにどういった教育がして

いけるかというところを話し合うというところが、一番重要な目的だと考えております。 

今後、さらに、未来塾含めまして、地域と学校の協力体制が進めるよう課としても支援

して参りたいと思いますので、引き続きこのコミュニティ・スクール事業に御協力のほど

よろしくお願い申し上げます。 

最後に来年度の運営会議について、簡単にご説明させていただきます。 

今年度はお忙しい中、本運営会議に御出席いただきまして、ありがとうございました。 

委員の方の任期が年度末までとなっております。役職によりましては来年度交代という方

もいらっしゃると思いますが、重ねて、御礼申し上げます。ありがとうございました。 

来年度に関しましては、６月の中旬に第１回、それからまた、３月の中旬に第２回とい
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うことで予定しております。正式な日程や会場等が決まりましたら、また改めて御連絡を

させていただきたいと思いますので、御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

その他、全体で何か御質問等がございましたら、この場でお受けしたいとおもいます。 

事務局（色川課長補佐）：それでは御質問がないようですので、以上をもちまして、令和

５年度第２回つくば未来塾運営会議を閉会いたします。 

本日は誠にありがとうございました。今後もよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

 

 



令和５年度第２回つくば未来塾運営会議   次第  

 

             日時：令和６年(2024 年 )３月 13 日(水) 

                                午前 10 時 30 分～11 時 45 分  

             場所：つくば市役所４階  ４０１会議室 

 

１ 開会 

 

２ 主催者挨拶  

  

３ 議事 

(1) 令和５年度事業実績報告  

(2) 令和５年度つくば未来塾事業の成果と課題について   

(3) 課題を踏まえた令和６年度の取組について  

 

４ その他  

 

５ 閉 会 
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 ・令和５年度 つくば未来塾事業における主な成果と課題  

 ・「つくば未来塾」実施アンケート（新・旧）  

 ・令和６年度 つくば未来塾学習チューター募集チラシ  

 ・つくば市コミュニティ・スクール  リーフレット  
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令和６年（2024年）３月13日（水）

つくば市教育局　生涯学習推進課

つくば未来塾事業実績報告書

令和５年度



令和５年度つくば未来塾事業実績

１　実数と経年比較

R5 R4 R3 R2 R1

O 1497.5 1380 906.5 885 1243

A 194 161 123 137 212

B-1 781 685 501 605 641

B-2 344 295 272 348 -

B-3 287 232 224 247 -

B-4 57 63 48 101 -

B-5 437 390 229 257

C 9558 8926 8248 7099 11851

D 171 176 177 127 163

E 6584 6608 6694 6398 5931

※チューター登録者（D）の内訳は、筑波大生63人、筑波大学院生16人、他大学生16人、一般76人

２　平均値と経年比較

R5 R4 R3 R2 R1

学習 4.6 3.9 4.8 3.9 4.1 B-1/D

チューター 4.0 4.3 4.4 3.0 3.8 B-1/A

12.2 13.0 11.7 18.5 20.4 C/B-1

生徒 1.5 1.4 1.1 2.0 2.3 C/E

49.3 55.4 51.8 55.9 77.4 C/A

３　予算執行率

歳出 歳入
予算執行率
(当初予算)

予算執行率
(3月補正後) 交付決定額 交付確定額

報償費 87.63% 87.63% 国・県補助金 2,983,000 ー（※）

需用費 54.04% 54.04%

旅費 0.25% 1.71%

役務費 99.75% 99.75%

計 76.84% 81.87%

※報償費(学習チューター謝礼3,294,500＋運営会議員謝礼9,000)

４　平成27年度からの推移(平成27年度までは「放課後学習チューター事業」の実績）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4(当初予算) R4(3月補正後) R5(当初予算) R5(3月補正後)

延べ日数 292 197 167 194 212 137 123 161 161 194 194

チューター登録数 147 148 153 120 163 127 177 176 176 171 171

協力延べ人数 842 729 634 588 641 605 501 685 685 781 781

参加生徒人数 27,282 18,101 12,932 11,275 11,851 7,099 8,114 8,926 8,926 8,463 8,463

予算額 3,777,000 3,964,000 3,974,000 3,448,500 3,335,000 4,279,000 2,910,000 4,621,000 3,721,000 4,881,000 4,581,000

謝礼・旅費 3,499,000 3,364,000 3,330,000 2,808,500 2,651,000 3,552,000 2,230,000 3,902,000 3,252,000 4,122,000 3,822,000

決算額 2,134,500 2,690,000 2,808,000 2,310,000 2,492,000 1,879,830 1,919,823 2,835,593 2,835,593 3,304,388 3,304,388

執行率 61% 80% 84% 82% 94% 53% 86% 73% 87% 80% 86%

需用費 234,000 600,000 600,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 390,000 680,000 680,000

決算額 219,962 488,599 534,879 588,572 614,388 363,733 299,469 196,959 196,959 367,465 367,465

執行率 94% 81% 89% 92% 96% 57% 47% 31% 51% 54% 54%

役務費 44000 44000 44,000 44,000 44,000 87,000 40,000 79,000 79,000 79,000 79,000

決算額 43050 43050 43,050 43,050 43,050 39,450 39,450 39,400 39,400 78,800 78,800

執行率 98% 98% 98% 98% 98% 45% 99% 50% 50% 100% 100%

総決算額 2,397,512 3,221,649 3,385,929 2,898,572 3,149,438 2,283,013 2,258,742 3,071,952 3,071,952 3,750,653 3,750,653

総執行率 63% 81% 85% 84% 94% 53% 78% 66% 83% 77% 82%

※令和５年度は、３月の予算補正により旅費300,000円の減額を行ったため、当初予算と補正後の執行率をそれぞれ記載する。

決算見込額

※本事業は、地域の教育支援体制等構築事業費補助
　金を活用して事業を実施している。補助率は、補
　助対象経費の３分の２（国、県1/3ずつ）。市の
　交付申請に対して、県からの交付決定額は
　2,983,000円だが、３月中に行う実績報告に基づ
　き、最終的に交付額が確定する。

3,303,500

367,465

888

78,800

3,750,653

（１）

実施延べ時間（時間）

実施延べ日数（日）

全チューター協力延べ人数（人）

参加生徒延べ人数（人）

学習チューター登録数（人）

学生協力延べ人数（人）

筑波大生（筑波大院生）
延べ人数（人）

他大学生延べ人数（人）

一般協力延べ人数（人）

一日（回）あたりの参加生徒数

中学校・義務教育学校
在籍数（人）

チューター一人あたりの活動日数

一日（回）あたりのチューター数

チューター一人あたりの担当生徒数

生徒一人あたりの参加回数



令和５年度つくば未来塾事業の成果と課題について 赤（学力向上、つまずき解消）　紫（学習意欲の向上）　緑（実施方法の工夫）　水色（課題）

学校名 検証方法

桜中学
校

（１）対象：７学年　参加生徒５名
（２）検証する教科：数学
（３）検証方法：「１学期中間テスト」と「２
学期中間テスト」の学年平均点との差
を比較し、検証する。
事後アンケートで生徒の学習意欲に関
する項目から学習習慣の定着につい
て検証する。

竹園東
中学校

（１）対象：7年生　２７名　８年生　１９名
９年生　２１名
（２）検証する教科：
（３）検証方法：アンケート

並木中
学校

（１）対象：８年
（２）検証する教科：数学
（３）検証方法：本校８学年においては、学
力の二極化が他学年に比べて大きい。そ
のため、学力に不安のある生徒に教員が
声をかけ、本事業に参加するよう促した。
本事業において、数学の基礎問題を提示
してできるまでサポートし、１０月の第３回
実力テストと１月の学力診断テストにおけ
る点数分布において効果を検証した。

谷田部
中学校

（１）対象：９学年　参加生徒４名
（２）検証する教科：数学
（３）検証方法：校内実力テストにおける
校内平均点と正答率との差を比較し、
検証する。事後アンケートから生徒の
学習意欲と学習習慣の定着の状況に
ついて検証する。

高山中
学校

（１）対象：７学年：５６名
（２）検証する教科：５科（英国数社理）
（３）検証方法：当日の様子や未来塾実
施前後の定期テストの結果（学年平均
点と未来塾参加生徒の平均点との差）
から検証する。

手代木
中学校

（１）対象：９年　１９１名
（２）検証する教科：数学・社会
（３）検証方法：
①令和５年度の実力テストの平均点の
変容を検証する。
 ②事後ｱﾝｹｰﾄに関する学習意欲の項
目及び生活の様子から、学習習慣の
定着について検証する。

豊里中
学校

（１）対象：８年生　参加生徒１０人
（２）検証する教科：教科ではなく、事後
アンケートを用いる。
（３）検証方法：期末テストを夏休み前
に実施したことにより、７月の未来塾後
に検証できる材料がないため、事後ア
ンケートにおける学力向上・学習意欲
に関する項目から、学習意欲の向上及
び学習習慣の定着について検証する。

大穂中
学校

（１）対象：　７学年　参加生徒　150　人
（２）検証する教科：　英語・国語・数学
（３）検証方法：「学力診断のためのテ
スト」における本校目標平均点（各教科
60点）との差を比較し検証する。また、
事後アンケートで生徒の学習意欲に関
する項目から学習習慣の定着につい
て検証する。

谷田部
東中学
校

（１）対象：８年生（10名）
（２）検証する教科：数学
（３）検証方法：６月実施の実力テストと
11月実施の実力テストの比較と事後
アンケートでの生徒の学習意欲に関す
る項目から学習習慣の
定着について検証する。

（２）

未来塾実施後のアンケートにて
(1)「つくば未来塾」に参加する前よりも学力が身に付いたと思います
か。」の設問では、肯定的回答100％であった
(2)「これからも学習に進んで取り組もうという気持ちになりましたか。」の
設問では、87％の生徒が肯定的回答、13％の生徒は否定的回答、学
習習慣の定着には結び付いていない生徒もいることが分かる。
(3) 「つくば未来塾」に参加してよかったですか。」の設問では、85％の生
徒が肯定的回答、15％の生徒は否定的回答。学習チューターのアン
ケートには、「おしゃべりで時間を過ごしてしまう生徒がいた。」との回答
があり、未来塾での時間を有効活用することができなかった生徒もいる
と考える。

本校は夏季休業中の面談期間と合わせて未来塾の取り
組みを実施している。生徒は未来塾を、面談の待ち時間
に利用したり、課題について相談したりすることができた
ので、今後も継続したい。一方で、教員の目が届かないこ
とで、生徒がおしゃべりをして終わってしまうこともあった。
学習チューターと丁寧な打ち合わせをし、内容や方法に
ついての共通理解を図る必要があると感じた。

検証結果 課題
・１学期中間テストと２学期中間テストにおける学年平均との差を比較し
たところ、数学で成績が向上した生徒が４名おり、そのうち３名が10点以
上向上した。
・アンケート項目「これからも学習に進んで取り組もうという気持ち　にな
りましたか」では、５人中全員の生徒が肯定的な回答をしていた。

・チューターの急なキャンセルが３件あった。
・積極的に継続するメリットが感じられない。無くしてほし
いという意見があった。
・チューターだけに活動を任せると騒がしくなってしまい、
学習にふさわしい環境がつくれない。結局職員が一緒に
指導にあたらざるを得ない状況となり、負担が増してい
る。

本校では部活動のない月曜日を中心に放課後の学習の場として、未来
塾の他に未来塾＋を実施している。未来塾＋は、ボランティアで大学生
や地域の方がチューターとなり学習支援を行っている。
本年度の取り組みとして、未来塾・未来塾＋は毎週月曜日や定期テスト
３日前、特別講座として未来塾・未来塾＋を実施した。9年生では５教科
の平均点が向上した。中でも数学・社会の得点は学年の数値　　が伸び
ている。このことから、未来塾で繰り返し練習問題に取り組んだり、授業
では分からなかった内容を個別に対応したりすることで、一人一人のつ
まずきを解消することができ、学年全体で学力が向上したと考える。

・次年度は、学習の初めに学習チューターの自己紹介を
行うことで、生徒がより親しみを持ち、学習チューターに質
問しやすくなると感じた。
・課題ではないが、秋以降の実施の際に、体調不良等で
欠席をするチューターがいたが、生涯学習課のサポート
を受け、予定通り実施できありがたかった。
・本校の場合、未来塾の時間に職員会議等を入れている
ことが多いので、初めて本校に来る方よりも、本校の未来
塾に慣れている方の方がありがたい。

・本校では年間１８回のつくば未来塾を行った。
・１０月の実力テストまでは、自分で好きな教科を選び、チューターに質
問しながら学習を進めるスタイルをとっていた。
・１０月の実力テストの結果で、第８学年の数学において２０点を下回っ
た生徒が２０名いた。
当該２０名には７回分の未来塾において、県立入試問題の数学大問①
②の正答率を上げられるよう、基礎的な問題を提示し、分かるまで寄り
添うサポートを行った。結果、１月の学力診断テストでは、１１名の生徒
が２０点を上回り、成果を出すことができた。

・今年度の事後アンケートで、生徒も職員も継続的に本事業を
活用できたことに成果を感じている。次年度も今年度同様に、
毎月３～４回コンスタントに本事業を計画的に活用していきた
い。
　・今年度は本事業での予算を活用し、９年生対象に高校入
試の過去問を購入した。多くの生徒が活用することができた。
　・学習チューターには、「手が止まったら声をかけてほしい」と
打合せをして臨んだため、積極的に生徒に声をかけてくれる
チューターが多く、助かった。

・９学年においては、テスト前は１時間、１１月と１月の面談期間は２時
間、未来塾を実施した。
・面談期間の２時間実施では進路を考え目標が具体化する中での実施
のため、課題意識をもって参加する生徒が多く見られた。
・９学年４人を抽出して校内実力テスト（４月実施）と（１月実施）における
校内平均点・正答率との差を比較した。数学において学力が向上した
生徒は４人中３人。

・９学年では、未来塾の場を二つに分け、仲間と学び合う
場として設定した教室と一人集中して取り組む場を設定し
た。これにより、個に応じた学習の場を提供することがで
た。（他学年では、一つの教室、またはクラスごとでの教
室設定のためテスト前のワーク課題に取り組む自習的な
学習を進める生徒にはチューターへの質問が出にくい状
況があった。）
・学力下位層の生徒にも積極的な利用を促し、学力の２
極化解消を図りたい。
・学習チューターの得意教科などを示した名札を作成・掲
示し、自己紹介の時間を取り入れた。

・未来塾実施前後の定期テストの第７学年全生徒の平均点と未来塾参
加生徒の平均点の差を計算すると、未来塾実施前より後の期末テスト
の方が９．６ポイント上昇した。３日間のチューターの実施後、点数に伸
びが見られた。
【考察】
・テスト実施前のチューターの活用に伴い、テスト結果が上昇する結果
となったと考えられる。
・チューターのサポートのおかげで生徒の学習意欲が高まり、成果にも
表れたことで、自己肯定感の向上や学習習慣の定着につながった。

学習チューターから、「各自の自習だと教えられる教科と
教えられない教科があった。」「黙々と勉強をしていて、声
をかけづらい生徒もいた。」というお話を伺った。学習
チューターを十分に活用できるように、未来塾の実施方
法を見直していく必要があると実感した。また、実施期間
については、夏季休業中の実施だけでなく、放課後等に
も設定し、自分の力で学習を進めていくことが難しい生徒
に対して、支援していくことも考えていきたい。

・「つくば未来塾に参加する前よりも学力が身についたと思いますか。」
という質問の結果、当てはまるが５人（50%）、どちらかというと当てはま
るが４人（40%）と、抽出した生徒１０人のうち、肯定的な意見を述べた生
徒が９割に上った。
・「これからも学習に進んで取り組もうという気持ちになりましたか。」とい
う質問の結果、当てはまるが３人（30%）、どちらかというと当てはまるが
４人（40%）と、肯定的な意見が７割に上った。

・豊里中における「つくば未来塾」の持ち方は、例年夏休
み中の５日間に集中的に開催し、７・８年生は原則参加、
９年生は希望者のみ参加であったが、７・８年生はモチ
ベーションが上がらないまま参加している生徒も多くい
た。そこで、夏休み中にこだわらず、年間を通じて放課後
等に希望者のみで行うことで、教えたいチューターと、教
えてほしい生徒という関係で行うことも考えたい。
・実施にあたっていつも気を使うのがチューターの方と生
徒の相性であり、担当を変えるか、固定するかはどちらも
メリットがあるため悩むところである。

本校では、年間10回のつくば未来塾を実施した。特に、７月に実施した5
回の未来塾に参加した７年生の150人の生徒について、学力診断のた
めのテストの本校目標平均点（各教科60点以上）との差を3教科に絞っ
て比較した。
英語＋4.8点、国語＋5.6点、数学－5点という結果であった。数学科にお
いて目標平均点を下回る結果ではあったが、事後アンケートでは、学習
に取り組むことについて肯定的な回答をする生徒が多かった。学校全
体として、基礎学力の定着や根拠に基づいて思考することに課題があ
ることから、中長期的なスパンで学習の成果を検証していく必要がある
と考えている。

・学校の実態に応じた学習チューター専用の学習教材を
準備しての支援することで学力の向上につなげていきた
い。
・学習チューターの人数を確保するため、本校の卒業生
（大学生）や保護者、地域の方の協力を呼びかけ、学習
支援の体制づくりを図っていきたい。
・自作の学習課題を準備したりこれまでの経験に基づい
た学習方法を生徒たちにアドバイスしたりしながら、学習
支援を実施したチューターがいた。生徒にとっても個に応
じた支援ができ効果的であった。また、学校と事前の打合
せ等を綿密にすることで柔軟な支援ができると感じた。

対象の10人は、成績に伸び悩みを感じかつ授業の取り組む姿勢や自
宅学習などでの意欲があまり感じられない生徒を対象者とした。
　　実力テストの結果比較では、２人の向上が見られたが、その他は同
じまたはそれ以下であった。しかし、事後のアンケートの結果や日頃の
授業への参加意欲・学習意欲は高くなっている。
　　　本校８年生で放課後に行っている。「洞峰塾」への参加率も、この
10人に関しては向上が見られる。目に見えた点数での変容は顕著には
見られないが、学習に対する意欲は確実に変容がうかがえる。

・参加人数が多くなっているので、しっかりとチューター数
を確保するために実習生・保護者にさらに積極的に声か
けしたい。
・チューターや教師の教室間の移動を考えると教科別の
会場の設置を考えたい。
・早めの関係づくりをしていくために、初日に自己紹介・質
問タイムを設ける。



吾妻中
学校

（１）対象：夏と秋に実施の未来塾両方
に参加した９学年（夏：９名に実施）
（秋：８名に実施）
（２）　検証する教科：教科を指定しな
かったため、学習習慣の定着のみを検
証
（３）　検証方法：アンケート調査

茎崎中
学校

（１）対象：７年生
（２）検証する教科：英語
（３）検証方法：英検IBAのスコアによる
経年比較

高崎中
学校

（１）対象：８学年：１９名
（２）検証する教科：５科（英国数社理）
（３）検証方法：未来塾実施前後の定期
テストの結果（学年平均点と未来塾参
加生徒
の平均点との差）から検証する。

研究学
園中学
校

（１）対象：７～９年生
（２）検証する教科：５教科（英語・国語・
数学）
（３）検証方法：

春日学
園義務
教育学
校

（１）対象：９年生　夏季休業中と秋のつ
くば未来塾の２回とも参加した14名の
生徒
（２）検証する教科：国語・数学・英語
（３）検証方法：つくば未来塾参加前の
第２回実力テスト３教科合計と、つくば
未来塾終了後の第３回実力テスト３教
科合計の点数を比較し検証する。

秀峰筑
波義務
教育学
校

（１）対象：９学年
（２）検証する教科：数学
（３）検証方法：令和５年度における定
期テストの点数推移、及びアンケート
結果
から検証する。

学園の
森義務
教育学
校

（１）対象：９年生　参加生徒　70名
（２）検証する教科：理科
（３）検証方法：つくば未来塾にほぼす
べての日程で参加した生徒12名を対象
として、校内で行われる実力テストの結
果について検証する。未来塾開始前で
ある第１回と、11月の未来塾終了後の
第５回結果において、学年順位での変
動を調べる。

みどり
の学園
義務教
育学校

（１）対象：9学年40名
（２）検証する教科：国語・社会・数学・
理科・英語
（３）検証方法：
　　　定期テスト、実力テストの個人内
で比較し、検証する
　　　振り返りの感想による学習意欲の
向上や学習習慣の定着について検証
する

（３）

・本校では、年間７回のつくば未来塾を実施した。参加した第９学年の
40人の生徒について、6月から2月にかけて実施した定期テストや実力
テストを個人内で比較したところ、約7割の学園生が、直近3回の実力テ
ストにおいて合計点の向上が見られた。このことから、定期テスト前後
に設定した学習機会が学園生の学力向上によい影響を及ぼしたと考え
ることができる。
・学園生の振り返りによる感想では、テスト前後実施と個別のニーズに
対応した学習方法に約9割の学園生が肯定的な回答をしていることか
ら、つくば未来塾の実施により学習意欲の向上と学習習慣の定着に効
果があったと考えることができる。

・学習意欲のある学園生が多く、夏休みの参加人数は非
常に多かった反面、本当に補習が必要な学園生への支
援が薄くなってしまうので、実施形態を見直したい。

・未来塾実施前後の定期テストの第８学年全生徒の平均点と未来塾参
加生徒の平均点の差を計算すると、未来塾実施前より実施後の期末テ
ストの方が７．１ポイント上昇した。５日間の学習チューターによる学習
支援によって、点数に伸びが見られたのが分かる。
・生徒対象アンケート項目６「これからも学習に進んで取り組もうという
気持ちになりましたか。」という質問では「とても思う」「思う」と前向きな
回答をした生徒が９０％以上いた。
・特に中間テストでは５教科合計二桁台だった生徒数名が、期末テスト
には三桁になった。

・学習チューターから、「黙々と漢字勉強をしていて、声を
かけづらい生徒もいた。」というお話を伺った。学習チュー
ターの有効活用の観点から、「思考を働かせて解いていく
問題」を中心に学習していくよう、予め生徒に連絡していく
必要があると実感した。

本校では、夏季休業中に４日間、10月に３日間、つくば未来塾を実施し
た。
９年生全体の合計平均点が－30.6点になったことに対して、つくば未来
塾に参加した生徒の合計平均点は－11.6点に留まっている。また、学年
内順位で分析すると、１４名中９名の順位が上がっている、または同順
位であった。
このことから、夏季休業中や10月初旬の放課後に設定したつくば未来
塾における学習の機会が、生徒の学力向上によい影響を与えたと考え
られる。
参加した生徒は、苦手な問題をチューターに教えてもらい、納得がいく
まで質問を繰り返していた。また事前に質問する問題をピックアップし、
つくば未来塾が始まるとすぐにチューターに質問していた生徒もいた。
つくば未来塾の参加によって学習習慣の定着にも効果があったと考え
ることができる。

来年度もより多くの生徒が未来塾に参加できるように、日
程の調整や積極的な呼びかけを行っていく。また、参加し
た生徒が質問しやすい雰囲気になるように、チューターと
の打ち合わせの時間を確保し、未来塾の実施方法なども
相談していきたい。

（１）第９学年の数学の現状
　　　　６月の定期テストの学年平均は59.6点であった。得点分布から
は、80点以上の上位層と50点以下の下位層に二極化した傾向が見ら
れる。特に、下位層は基本的な学習内容（計算の仕方や図形の読み取
り等）が定着していていない。また、数学に関して苦手意識をもっている
生徒が多数おり、学習において自己効力感を得られていない生徒が多
いという課題がある。
（２）各種テストの平均点の推移から
     　９月の期末テストの学年平均は55.3点であった。６月の中間テスト
の平均と比較すると4.3点の減少となっているが、分布図で見ると０点以
上30点未満の層が６％少なくなっている。70点以上層が５％少なくなっ
ていることを考えると、問題の難易度は高かったものの、基礎的・基本
的な計算力や図形を読み取る力が全体的に上がったことがうかがえ
る。
（３）「つくば未来塾」アンケートでの肯定的な回答（１及び２）の結果から
「集中して、又は、楽しく学習を進めることができましたか。」という設問
では、92.2％の生徒が「当てはまる」、「どちらかというと当てはまる」と答
えており、肯定的にとらえている生徒が多い。学習に対して苦手意識は
あるが、前向きな気持ちで未来塾に取り組んだ生徒が多いと言える。ま
た、「つくば未来塾に参加してよかったですか。」という設問では、82.7％
が肯定的にとらえている。生徒の記述回答からは、チューターに丁寧に
教えてもらえたことで、チューターによる指導に満足感を得られたことが
うかがえる。

・昨年度に引き続き、希望制により未来塾を実施した。約
５割の生徒が参加し未来塾を実施したことで、学びの継
続と長期休業における学習の習慣化が図ることができ
た。今後さらに参加者を増やし、自主的かつ効果的な家
庭学習の在り方について、研究を行っていきたい。
・今年度から、チューター活動を自由にし、積極的に生徒
と関わりをもってもらうよう促した。初めは戸惑った生徒も
いたが、人間関係ができると積極的に質問をしていた。
・チューターに活動の内容や本校生徒の傾向、対応を事
前に伝えたことで、スムーズに学習支援をすることができ
ていた。しかしながら、一部のチューターに、教員の不信
を招く言動が見られたため、事前の研修を十分に行うよう
にしたい。

学力向上については確認できないが、アンケート結果から学習習慣の
定着は図れたのではないかと考える。本校の生徒は、高い学力を維持
している生徒が多いが、学習習慣が身についていない生徒が若干数見
られるため、それら生徒にとっては未来塾の実施は効果的だと考えられ
る。

・夏休みは全学年の面談と抱き合わせで朝の時間帯から
連続した日程で実施し、多くの生徒が参加した。
　・秋は９学年の三者面談と抱き合わせで実施したため、
希望者が少なかった。過去問を予め取り揃えるなど、希
望者が増えるような工夫が必要だと思われる。
　・募集の際に生徒に学習を希望する教科を書かせ、そ
の教科で教室、チューターさんを割り振るとより質問しや
すい雰囲気になるかもしれない。但し、チューターさんが
毎回変わったり、急な欠勤などがあったりするので、生徒
の要望通りになる可能性が低くなる。

・選択問題である英検IBAの結果で経年のデータを比較すると、リスニ
ング、リーディングそして総合スコアを大きく伸ばすことに成功した。
・地域の学習チューターさんが熱心に指導をしてくださる姿が見られ、子
どもたちとも大変良い関係を築きながら行うことができた。
・学習チューターさんを手配していただいて、大変ありがたかったです。
当日のキャンセルなどもなく、スムーズに進めることができました。

・成果の検証方法は、本当にこれでよいのか分からずに
報告書を作成させていただきました。何をもって「成果」と
されたいのか、その点をしっかりと踏まえた実践でなけれ
ば、学校としては非常に表面的な成果報告書しか作成で
きないと感じました。「生徒の８割の参加を目指す」や「参
加した生徒の学習意欲をさらに高める」などの具体的な
視点が実践前に必要だと作成をして感じました

本校では、つくば未来塾を７月、11月、１月の３つの期間に分けて行っ
た。それぞれの期間において５日間、合計15回実施した。なお、検証に
おいては11月の未来塾終了時点で実施しているため、合計10回となっ
ている。
ほぼすべての日程で参加した生徒12名を対象とし、このうち、75％にあ
たる９名において、実力テスト理科の得点の学年順位向上がみられた。
このことから、未来塾への参加率が高い生徒は、他の生徒に比べて、
理科の成績が向上していると捉えることができる。
特に、理科や数学といった理数科目は、生徒自身による疑問の解決が
難しい場合もあり、チューターへの質問が多く見受けられた。チューター
は、質問に対して、まず自分で解いてみせたり、その場で生徒と共に考
えたりと、真摯に対応していた。学習時間の増加に加えて、そのような
チューターとのやり取りが、今回の検証における当該生徒たちの成績の
向上をもたらしたと考える。

・予算の使用について、実施前にしっかりと担当者同士で
相談し、円滑な実施に資するようにしたい。
・チューターによっては、なかなか生徒から質問してもらえ
ない方もいた。はじめに自己紹介の場を設けて、生徒と
話す機会を設けたい。
・前年度の未来塾担当者の異動により、校内での引き継
ぎが上手く行われなかった。校内での引き継ぎを適切に
行いた

・ 集団での学習の場が提供されたことで、家での学習よりも集中して取
り組むことができ、充実した時間を過ごすことができた生徒がほとんどで
あった。
・ ７月の実施で満足した生徒が多く、１１月以降の実施の際も、ほとんど
の生徒が参加した。自分の課題を設定し、励まし合いながら学習できた
ことがうかがえ､学習習慣の定着が図られたと思う。
・ 学習チューターに，積極的に生徒に声をかけるよう依頼した。気軽に
質問して，難解な問題に対しても挑戦するする姿が見受けられた。ま
た，苦手な教科の克服に役立ったという記述があり，学習意欲の高まり
も感じられた。

・冬季は、下校時間が早く時間の設定が難しい。夏休み
期間の計画を工夫していきたい。
・積極的に学ぶことができるよう、自らの課題を設定し計
画を立てて臨ませることが必要かと思う。



１　「生徒の学習上のつまずきの解消」に関して

※数値は、「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」と回答した割合
質問項目 H30 R1 R２ R３ R４ R５

生徒 79.5% 77.6% 82.5% 78.0% 83.2% 81.3%

教職員 83.3% 82.5% 88.1% 69.0% 81.4% 82.2%

２　「学習意欲の向上」に関して

※数値は、「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」と回答した割合
H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

81.5% 78.3% 90.1% 90.0% 90.8% 93.8%

72.5% 68.5% 70.1% 59.3% 69.9% 73.2%

80.5% 80.5% 87.4% 85.7% 90.2% 91.0%

80.2% 77.5% 85.8% 84.7% 87.6% 85.5%

83.7% 85.2% 93.2% 81.8% 94.2% 90.4%

74.4% 74.2% 75.6% 72.7% 80.1% 79.5%

78.3% 88.2% 90.9% 74.1% 83.3% 74.7%

３　「学校と地域の協働連携」に関して

※数値は、「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」と回答した割合
H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

生徒 82.2% 80.9% 90.5% 86.2% 86.0% 87.6%

教職員 89.9% 89.3% 88.6% 75.5% 94.9% 89.0%

95.8% 93.9% 94.2% 93.0% 97.7% 98.9%

98.6% 96.1% 91.3% 86.7% 92.1% 91.6%

93.4% 92.9% 92.8% 89.8% 97.2% 97.8%

94.6% 92.8% 94.9% 90.6% 96.0% 98.9%

94.0% 93.4% 92.8% 93.8% 95.5% 100.0%

４　今後の課題

・各校の取組について、学校の担当者が情報交換をする場があるとよい。

　（学習チューターの確保の仕方、年間計画、効果的な学習教材など

　→来年度、教務主任会等で情報交換を行う予定

・学習チューターが生徒一人一人の学習課題に寄り添い、向き合うことで、学習上のつまずきを解消することができた。
・学習意欲が高く積極的な生徒は、事前に質問事項を整理し、学習チューターに質問をすることで学習上のつまずきを解決
するための手立てとなっていた。

参加する前よりも学力が身に付い
たと思うか。

生徒の学力向上を図る上で「つくば未
来塾」の実施は有効だと思うか。

（４）

質問項目

・つくば未来塾に参加することから得られる様々な人との交流から、学習意欲が向上するきっかけが生まれている。
・学習チューターとの関わりの中で、わからない問題が「できた」「わかった」の瞬間があり、学習意欲の向上につながってい
ると推察することができる。

質問項目

生徒

集中して、又は、楽しく学習を進め
ることができたか。

取り組んだ教科が以前よりも好き
になったか。

つくば未来塾に参加してよかった
か。

これからも学習に進んで取り組もう
という気持ちになったか。

教職員

生徒は集中して、又は、楽しく学習
に取り組んでいたか。
参加した生徒は以前よりも意欲的
に学習に取り組むようになったかと
思うか。
つくば未来塾を実施してよかった
か。

・昨年度と同様に筑波大学教職ガイダンスの中で、「つくば未来塾」の事業について説明をさせていただき、筑波
大学と連携して実施した。筑波大学関係の学習チューターは79名であり、本事業において大きな支えとなってい
る。今後も継続的に連携・協力をしていきたい。
・学習チューターのアンケートでは、各項目とも前向きな回答をいただいている。「生徒のために、ご自身の知識
を伝えたい」と考えている方が多い。社会に開かれた教育課程の実現に向けて、今後も地域の人的資源の積極
的な活用を進めていきたい。

・大学生等、交通手段の関係で、参加できる学校が限られているチューターが多い。特に筑波地区、谷田部地
区、茎崎地区、みどりの地区に車等で活動できるチューターの確保に課題がある。
・事業目標についての評価項目の検討。
→アンケートの見直し　【（例）先生や学習チューターに教えてもらってよかったか→自分の疑問や課題が解決しましたか
など】

先生や学習チューターに教えても
らってよかったか。

学習チューターによる学習支援
は、生徒にとって有効だったか。

学習
チュー
ター

生徒たちは集中して学習に取り組
んでいたか。

学習支援はご自身のキャリアアッ
プにつながったか。

学習支援を通じて生徒の喜ぶ姿に
出会えたか。

学習支援にやりがいを感じたか。

今後もつくば市の事業において、
協力していただけるか。



令和５年度つくば未来塾事業における主な成果と課題 

 

学力向上、つまずき解消についての成果 
・「つくば未来塾に参加する前よりも学力が身についたと思いますか」の質問において肯定的な意

見が多く見られた。【生徒】 

・定期テストや実力テストでテストの点数が伸びた。【教職員】 

・未来塾で繰り返し練習問題に取り組んだり、授業では分からなかった内容を個別に対応したりす

ることで、一人一人のつまずきの解消につながった。【教職員】 

 

 

学習意欲の向上についての成果 
・「これからも学習に進んで取り組もうという気持ちになりましたか」の質問において肯定的な意

見が多く見られた。【生徒】 

・つくば未来塾参加後の授業への意欲が増した。【教職員】 

 

 

実施方法の工夫について 
・県立の入試問題の数学大問①②の正答率を上げられるよう、基礎的な問題を提示し、分かるまで

寄り添うサポートを行った。【教職員】 

・面談期間の実施では、進路を考え目標が具体化する中での取組となり、生徒は意欲をもって参加

することができた。【教職員】 

・つくば未来塾の学習環境を「仲間と学びあう教室」「一人で集中して取り組む教室」と２つの教

室に分けた。学習チューターの得意教科などを示した名札を作成・掲示し自己紹介の時間を取り

入れた。【教職員】 

・部活動のない月曜日やテスト３日前を放課後の学習の場として、未来塾を実施した。 

・「思考を働かせて解いていく問題」を中心に学習していくよう、あらかじめ生徒に連絡していく

必要がある。【教職員】 

・意欲的な生徒は、事前に質問する問題をピックアップし、チューターに質問していた。【教職員】 

 

 

課題及び令和６年度の取組について 
・チューターの急なキャンセルがあった。 

 →チューター向け事前オリエンテーションの注意事項として、キャンセルの場合には、前もって

連絡してもらえるよう伝達をする。【事務局】 

・チューターだけに活動を任せると騒がしくなってしまい、学習にふさわしい環境がつくれない。

職員が一緒に指導にあたらざるを得ない状況となり、負担が増している。職員から積極的に継続

するメリットが感じられない、無くしてほしいという意見があった。 

 →学校にヒアリングを行い、未来塾での活動を少人数指導に変更する等、負担感を減らせる活動

方法を提案する。【事務局】 

・生徒が黙々と自習をしていると声をかけづらい 

 →未来塾の時間には、分からない問題や疑問に思っていることを解決する場として、事前に生徒

にも周知しておく等、実施方法の例を学校に提案する。【事務局】 

・成果の検証方法が不明確なので、具体的な視点を示してほしい。 

 →アンケートの質問項目を検討し、検証方法を明確にする。 

  学力向上、つまずき解消、学習習慣の定着が向上したかどうかを検証できる内容にする。 

【事務局】 



【様式４－１①】 

「つくば未来塾」実施アンケート（生徒用） 

 
※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。 
各番号の意味は下に書いてある通りです。 

   
  １…「当てはまる」 
  ２…「どちらかというと当てはまる」 
  ３…「どちらかというと当てはまらない」 
  ４…「当てはまらない」 

 
１ 「つくば未来塾」に参加することで、これまでわからなかった問題がわかるようにな

りましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 

２ 「つくば未来塾」に参加したことで、学習習慣が身に付くきっかけになりましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
３ 集中して意欲的に学習を進めることができましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
４ 学習チューターに勉強を教えてもらう時間は楽しかったですか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
５ 「つくば未来塾」で取り組んだ教科が以前よりも好きになりましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 

６ 今後も「つくば未来塾」のように学校以外の方（地域の方や大学生）に教えてもらう 

機会があると良いですか。 

 
 １      ２      ３      ４ 

 
７ 学習チューター（教室で学習サポートをしてくれた方）の印象を書いてください。 
 
 
 
 

 
８ 「つくば未来塾」に参加してよかったですか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
８で回答した、理由を記入してください。 
 
 
 

 
９ 「つくば未来塾」に参加しての感想を自由に書いてください。 
 
 
 

                                                      御協力ありがとうございました。  

新 



【様式４－１②】 

「つくば未来塾」実施アンケート（学習チューター用） 
 

 

※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。       

各番号の意味は下記の通りです。 

   

   １…「当てはまる」 

   ２…「どちらかというと当てはまる」 

   ３…「どちらかというと当てはまらない」 

   ４…「当てはまらない」 
 

 
１ 学習支援を通じて、生徒たちの学習のつまずきを解消できたと思いますか。 
 
   １      ２      ３      ４ 
 
２ 学習支援を通じて、生徒の学習習慣が身に付くきっかけを与えることができたと思い

ますか。 
 

１      ２      ３      ４ 
 
３ 生徒たちは集中して意欲的に学習に取り組んでいましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
  

４ 今回の学習支援は、ご自身の学びや成長につながりましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
５ 学習支援を通じて、生徒たちと楽しく交流できましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
６ 今後もつくば市の事業において御協力をいただけますか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
７ 「つくば未来塾」に参加してよかったですか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
７で回答した、理由を記入してください。 
 
 
 
 
 

 
８ 今回の「つくば未来塾」で学習支援を行った感想を自由にお書きください。 
 
 
 
 
 
 
 

御協力ありがとうございました。  



【様式４－１③】 

「つくば未来塾」実施アンケート（学校用） 

 

 

※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。        

各番号の意味は下記の通りです。 

   

  １…「当てはまる」 

  ２…「どちらかというと当てはまる」 

  ３…「どちらかというと当てはまらない」 

  ４…「当てはまらない」 
 

 
１ 「つくば未来塾」に参加したことで、生徒たちは学習上のつまずきが解消できたと感

じますか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
２ 「つくば未来塾」に参加することで、生徒たちは、学習習慣が身に付くきっかけを得

ることができたと感じますか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
３ 生徒は集中して意欲的に学習に取り組んでいましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
 
４ 生徒の学力向上を図る上で「つくば未来塾」の実施は有効だと思いましたか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
 
５ 「つくば未来塾」のように学校以外の方（地域の方や大学生）に教えてもらう機会は

有効だと思いますか。 
 

 １      ２      ３      ４ 
 
６ 参加した学習チューターの印象をお書きください。 
 
 
 

 
７ 「つくば未来塾」を実施してよかったと思いますか。 
 

１      ２      ３      ４ 
７で回答した、理由を記入してください。 
 
 
 

 
８ 「つくば未来塾」を実施しての感想及び意見等をお書きください。 
 
 
 
 
 

御協力ありがとうございました。  



【様式４－１①】  

「つくば未来塾」実施アンケート（生徒用）  

 

 

 ※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。     
  各番号の意味は下に書いてある通りです。  
   

  １…「当てはまる」  

  ２…「どちらかというと当てはまる」  

  ３…「どちらかというと当てはまらない」  

  ４…「当てはまらない」  

 

１ 集中して、又は、楽しく学習を進めることができましたか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

２ 先生や学習チューターに教えてもらってよかったですか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

３ 「つくば未来塾」に参加する前よりも学力が身についたと思いますか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

４ 「つくば未来塾」で取り組んだ教科が以前よりも好きになりましたか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

５ 「つくば未来塾」に参加してよかったですか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

６ これからも学習に進んで取り組もうという気持ちになりましたか。  
 

 １      ２      ３      ４  
 
 

７ 学習チューター（教室で学習サポートをしてくれた方）の印象を書いてください。  

 
 
 
 

 

 

 

８ 「つくば未来塾」に参加しての感想を自由に書いてください。  

 
 
 
 

 

                                                      御協力ありがとうございました。  

旧 



【様式４－１②】  

「つくば未来塾」実施アンケート（学習チューター用）  

 

 ※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。     

  各番号の意味は下記の通りです。  

   

  １…「当てはまる」  

  ２…「どちらかというと当てはまる」  

  ３…「どちらかというと当てはまらない」  

  ４…「当てはまらない」  

 

１ 生徒たちは集中して、又は、楽しく学習に取り組んでいましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

２ 今回の学習支援は，ご自身のキャリア・アップにつながりましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

３ 学習支援を通じて，生徒たちの喜ぶ姿に出会いましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

４ 中学校・義務教育学校での学習支援にやりがいを感じましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

５ 今後もつくば市の事業において御協力をいただけますか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

６ 今回の「つくば未来塾」で学習支援を行った感想を自由にお書きください。  

 

 

 

 

 

御協力ありがとうございました。  



【様式４－１③】  

「つくば未来塾」実施アンケート（学校用）  

 

 ※当てはまる番号（１～４）のいずれかを、○で囲んでください。     
  各番号の意味は下記の通りです。  

   

  １…「当てはまる」  

  ２…「どちらかというと当てはまる」  

  ３…「どちらかというと当てはまらない」  

  ４…「当てはまらない」  

 

１ 生徒は集中して、又は、楽しく学習に取り組んでいましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

 

２ 学習チューターによる学習支援は，生徒にとって有効だと思いましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

 

３ 生徒の学力向上を図る上で「つくば未来塾」の実施は有効だと思いましたか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

 

４ 参加した生徒は以前より意欲的に学習に取り組むようになったと思いますか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

 

５ 「つくば未来塾」を実施してよかったと思いますか。  

 

 １      ２      ３      ４  

 

６ 参加した学習チューターの印象をお書きください。  

 

 

 

 

 

 

 

７ 「つくば未来塾」を実施しての感想及び意見等をお書きください。  

 

 

 

 

 

 

御協力ありがとうございました。  
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